
 
 

 

 

平成24年11月12日   

 

各  位 

上場会社名    日本ミクロコーティング株式会社  

代表者        代表取締役社長                渡邉 淳 

（コード番号     5381） 

問合せ先      取締役執行役員 経営管理本部長   折登 進 

（TEL    042-543-4711） 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 24 年８月 10 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

記 

 

● 業績予想の修正について 
 

１．連結業績予想の修正 
平成25年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成24年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

1,793 
百万円 

186 
百万円 

180 
百万円 

171 
円 銭 

16.80 

今回発表予想(Ｂ) 1,786 211 182 173 17.05 

増減額(Ｂ－Ａ) △7 25 2 2  

増減率（％） △0.4 13.4 1.1 1.2  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成24年３月期第２四半期） 
1,549 22 △18 △47 △4.67 

 

 
２．個別業績予想の修正 
平成25年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成24年９月30日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
1 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

1,306 
百万円 

60 
百万円 

84 
円 銭 

8.26 

今回発表予想(Ｂ) 1,359 104 27 2.71 

増減額(Ｂ－Ａ) 53 44 △57  

増減率（％） 4.1 73.3 △67.9  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成24年３月期第２四半期） 
1,082 △103 △117 △11.56 

 
平成25年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成24年４月１日～平成25年３月31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

2,507 
百万円 

7 
百万円 

30 
円 銭 

2.95 

今回発表予想(Ｂ) 2,507 7 △70 △6.95 

増減額(Ｂ－Ａ) 0 0 △100  

増減率（％） 0.0 0.0 ―  

（ご参考）前期実績 

（平成24年３月期） 
2,141 △165 △230 △22.68 

 
 
 

 



 
 
修正の理由 

当社グループでは、新たな経営基本方針「業界をリードする製品事業の拡充」「受託事業強化」「早い変化に対

応できる経営基盤の整備」のもと、各種取り組みを進めております。 

 

「業界をリードする製品事業の拡充」では、「ローカルフィット戦略」による成果が現れておりますが、第２四

半期では世界的な景気減速によるパソコン需要の伸び悩みなどを受けハードディスク関連市場の需要減速により、

当社グループの売上に影響がありました。「受託事業強化」では受託案件の受注が増加したことから、第２四半期

累計期間の売上高が前回予想に対し連結ではほぼ横ばい、個別では増加となる見込みとなりました。 

損益面においては、受託案件の受注増加による工場稼働率の改善や、グループ全社で原価・費用低減等に努め

た結果、営業利益は前回予想に対し増加となる見込みでありますが、米ドルに対する円高の進行もあり、第２四

半期累計期間の経常利益の伸びは鈍化する見込みとなりました。また、個別業績予想において、米国の当社100%

出資子会社に対する子会社株式評価損を特別損失に計上することから、当初予想を下回る見込みとなりましたの

で、第２四半期累計期間の業績予想を修正いたします。 

 

通期の業績予想につきましては、当社グループの主な営業領域であるエレクトロニクス業界の世界需要が不安

定であることに加え円高傾向の長期化などから、業界予想が大変難しいと判断しております。そのため、通期連

結業績予想においては前回予想を据え置き、通期個別業績予想においては第２四半期で発生した特別損失分を加

算し、通期業績予想を修正いたします。 

今後、通期業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに発表させて頂きます。 

 

 

（注） 上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在

しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 
 
 

以上 


